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は じめ に

本古墳の所在す る丘陵が県道松江―広瀬

線付替工事によってその路線内に含 まれる

こととなったので以前か ら知 られていた勝

負谷古墳群の うちその一基 (1号墳 )を事

前に調査 して価値を判断するために発掘調

査を行 った。調査は トレンチを古墳の南北

と東西に入れ墳丘の状況を知 った上で全面

発掘にぶみ切 る体制をとった。

昭和 48年 7月 20日 に測量を開始 し 7

月 23日 に鍬入れを行 ったが、意外に地形測量に手間どり発掘そのものの 日程は

お くれた。その間人数の関係 もあって、思 うような調査にはな らなか ったが、主

体部の確認 と墳丘の築成状況を知 り得たので、墳丘のモを削るにとどまったが、

7月 29日 に調査を終えた。
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位

本古墳群の位置は八束郡八雲村大字 日吉 354番 地の山林 で、意宇川の西岸に

あた り、人妻 村の中心部をなす低地の西狽Iを 流れる意宇川が大 きく東に屈折する

部分にあた っている。かつてこの附近か ら石器が出上したと伝え られてお り昭和

47年 5月 の分布調査の際にかな り精査 したが土器片その他を谷及びその前面の

水田か ら検出し得なか った。のちに丘陵上の樹木が伐採 されて本古墳群が確認 さ

れたわけで、今回調査を行 った 1号墳 (方墳 )と 2～ 4号墳 (円墳 )が東にのび

る尾根の支脈上に分布 している。伝承によると 1号墳の南部にはかな りの広さの

平担部があるが、 これはかつて宅地 とな っていたもののようである。 2号墳以下

の円墳はこの平坦面より上部にあって次第に階段状をな して尾根の高所にいた っ

ている。なお 1号墳は尾根の先端部が突出して巾広 くな って北面す る部分に位置

しており、水田面と比高は約 20pば か りである。

この古墳群の附近にはかな りの古墳群や横穴が存在 し、八雲村の入 口には小円

墳によって構成され る神納古墳群や中裏手 山横穴があ り小谷をはさんで方墳二基

か ら成る古墳群があって意宇川西岸の尾根上にはいたるところといって良い程に

古墳群が存在 している。

また東岸には標高 156,の 雨乞山があるがその北側の標 高 150れ 附近に横

穴式石室を内部主体 とする二基の円墳か ら成る大谷古墳群があり、更に小低地を

こえて西百塚古墳群がある。またこの山の南

麓にあたってかつての交通路の要地には八雲

村最大の雨乞山古墳が あり石棺式石室を持つ

古墳 として注 目され る。 これ らの古墳群や古

壇嵯雨乞山古墳を除いていずれ も 10'程 度

高さ 1.5～ 2れ の規模の小古墳であるが、古

墳時会学 1期 以降の村落古墳のあ り方を知る上

で貴重な資料 となるものといえる。方墳の数

は極めて少いが、 これ らの古墳に混じってい

る方墳の年代を知るとでも本古墳の調査は一

つの意義を有するものであった。

(東森市良 )
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墳 丘

墳丘は平面ではや 氏隅丸の方形をなす 10× 11'の 長方形で上部に 3.5× 5

胞の平坦面があり、南北が長 くなっている。 これが地形の制約によるものである

ことは、全体的に地形が北方に突出した部分にあたることか らも明らかである。

墳丘の築成の状況は地山を整地 したのち上を盛 っており、 トレンチの所見による

と北及び東に地山が傾斜 している。それは南北 トレンチにおいて北で 2.2脇 ぐら

いの盛上が南では 7◆ 翻程度 とな っており、東西 トレンチにおいては西で 60翻

の盛上が東では 70～ 80翻 と下 っていることによって示されてい る。

盛土は石や プロックを多 く含み、中央部では 20翻の表上の下に帯状のバ ン ド

を含みつつ 60翻 にわたって築みあげ られた粘土質の上があって、その下に厚さ

10～ 15翻 の黒色上がみ られ、その下は禍色土で 40翻程度敦質の粘土層があ

って、礫を含む赤禍色粘土層に移行する。 この禍色土層以下がかつての地 山であ

り、黒色土層は古墳築造前の旧表上にあたる腐色土層である。

なお、地山の傾斜とあわせて東西の場合 さほど地山層の上下はみ られなか った

が、南北では中心点より南に 5れ ば

か りのところか ら濤を掘 ってお り幅

4.5靱 あってこれによって南の高い

部分 との区別をな している。 この濤

は明らかに区別のためのものであっ

て自然傾斜を区切 ってお り、墳丘全

体にめぐるものではない。

北側の墳丘裾には、中心より北 6

胞附近で高さが 2.8脇 下が ったとこ

るに自然石を用いた列石群があって

ここで自然の傾斜 との区別がみ られ

る。 また、西側はあまり明瞭ではな

か ったが東側はやは り必ず しも同一

レベルとは云えないものの墳丘裾に
1号墳遺構配置図

×印は埴輪円筒
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第 Iト レンテ南壁断面図

第 Ⅱトレンチ西壁断面顕

埃 丘 断 面 図

あたる部分に点石が認め られた。

このように墳丘を画す るにあたって南は丘陵を切断 して濤を掘 り、北は石を並

らべて自然傾斜 と区別を し、列石はこの北側で大型の石を用いて直線状に並 らん

でいて注 目された。

従 って、 この古墳の墳丘は地山をある程度な らして旧表上を削ることな く、西

及び特に南に濤を掘 り、上を盛 りあげて南で 75印、北で約 2.5れ の高さとし長

方形の墳丘をつ くりあげたと考え られる。

(東森市良 )
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内部 主体

東西 トレンチ南壁に幅 40初、深さ 20効の落ち込みがみ られ、 これをのちに

第 2主体 と呼ぶこととな った。 また、南北 トレンチ西壁 に埴輪円筒片の密集部分

があ り、 これを拡張 したところ三個の埴輪円筒が直線的にはぼ lp間隔で並 らび

その範囲は 27聰 × 60翻 の小判形 とな った。 これを掘形に注意 しつつ掘 り下げ

たところのちに墳地の上面 と判断 した部分か ら円、角礫が群集 している状況 とな

りその下に長さ 1・ 5れ 、幅 50～ 60翻、深さ 32効の墓然が現われた。 これを

第 1主体とした。

第 1主体は上述のごとく埴輪 円筒を並べた拡の中に見F長方形の墓拡 をうが っ

てあ り、内部か らは置石の他に埴輪 円筒片、土師器高杯の脚 部を検出したが副葬

品は認め られなか った。第 1主体の作 り方はまず盛上の中に拡 を掘 り木棺を直葬

したのち山、川石を積み土を盛 りその上にや 【大 き日の拡を掘 って埴輪円筒三個

を立てたもので円筒の上部は表土面に並 らんでいた ものである。それは三個 とも

に上部が欠失 した り破片となって並んでいることによって明 らかである。墳丘裾

か らも盛土にまじってかな りの埴輪片が出ているがこれ と主体部に置かれた埴輪

円筒 との関係は不明である。

第 2主体は第 1主体に直交するように搬 られてお り不整小判形で長さ 1.5れ 、

〔ヽ
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第 I主体実測図
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幅 50翻あった。 これ も第 1

以上の 自然石を積んでいる。

にうめ られており埴輪円筒 も

みられないが以上の状況か ら

が葬 られたものと思われる。

以上はいずれも墳丘上部の平坦面中央部において検出したものであるが、その

他の遺構は他の部分の調査においても認められなかった。

(東森市良 )

o         50伽

第 I主体実測図

主体と同じように盛土に墓拡を耗り棺を直葬し 7個

しかし第 1主体のように長方形をなさず、浅い部分

ともなっていない。第 1主体との切りあいの関係も

してまず第 1主体が葬られたのちおくれて第 2主体



杯高

第 主 体 の 墓 拡

遺 物

本古墳関係の遺物はきわめて少ない。直接棺内に被葬者 とともに埋納
された副葬品はないが、土拡上に一列に置かれたと思われ る三個体分の

埴輪片 と供献用の上師器高不の出土をみた。

なお、古墳墳端および涅内に転落 した埴輪片 と混 って土師器壷の破片
および黒躍石片が遊離検出されたが、本古墳 との関係は認めがたいと

二個とも脚部のみ残存 していた。両者 ともBAlの 裾は極端 に広がる形で、

器外表は丁寧になで られ、 内面上部はヘラ肖」りで調整されている。

胎土は密で、色調は黄禍色および赤禍色を呈 し、焼成は比較的良好で

ある。

器形の特徴か らして、中期によく見 うけられ、山陰に於いて古式須恵

器の出現期前後に比定される。

円筒埴輪

土拡上面に三 カ所、群集 して検出された。 これ らを東方よりA、 B、

Cと 呼ぶこととする。 これ らの破片中基底部が圧倒的に多 く、かつ Cに
於いては接合で基底部がほぼ複元できたことは、埋葬当時三個の埴輪が

原位置に建て られていたことを裏付ける。

さて、三個中ほぼ復元可能な Cと 胴部まで推測できるBについて特徴
を記す こととする。

(J薗輪B)

埴輪 Bの胎土は石英長石の砂粒を多量に合み、焼成は良好、色調は黄

褐色を呈す。

基底部は下底径 166翻 、下段 までの高さ・10切、表面は一度刷毛 目
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(J薗綸C)

出土遺物実測図

を施 した上を、なで仕上げを行 っているが内面は下底に凹凸が著 しく不

整形面を残す。

胴部はタガの部分での径 20翻、器壁の厚さは 1・ 5翻である。タガの ,

断面形は、角がやや丸みをおびた台形を しめし、指圧によって本体に張

りつけられている。なお透孔は不明であるが、小片中に円形孔がみ られ

るので形は円形である。器表は荒い刷毛 目による調整が行なわれている。

Cは下部はほぼ複元可能であったが、上部および口縁部片 はわずか し

か残 っていな力ゞ った。

胎土は、 きわめて密で細微な石英片を含み、焼成は良好で色調は赤禍

色を呈す。

基底部は下底径 14翻、下段 タガまでの高さ 11翻、表面は一度刷帝

目が施された上か らヘ ラで削 って仕上げている。内面 はヘラで削った上

か らナデ調整が行なわれている。

胴部は、 タガの部分での径 18勁、器壁の厚さは 1・ 5翻、 タガとタガ

の間は 9翻である。

一段 目のタガの断面形はやや円弧状、二段 目のタガは鋭い稜線を有す

る台形を示し、指圧によって本体に張りつけられている。透孔は円孔で

前後二個ある。

器表は細かな刷毛目による調整が行なわれ、内面は刷毛目を施した上

をナデ仕上げしている。
日縁部は、径 28確でやや外反 し、器表は日縁部より下 4翻 までは横

ナデ、それ以下は斜めに細かな刷毛 日による調整、内面辱ナデ仕上げで

ある。
(西尾克己 )
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ま と め

本古墳の立地はすでにぶれたが、八雲村においては入 日の部分にあた っており、

尾根上に点在するようにして古墳群が存在す るその一つであ つて、群集墳 として

の密度は低 く殆 んどが数基をもって一群を構成 している。そして多 くが円墳であ

り時期的にも古墳時代の後期、須恵器第 Ⅲ形式以降のものを主 とするのに対 して、

本古墳は方墳であり須恵器をともなっていない点でも注 目され る。

また、出土遺物は極めて少な く、 まとまった上器の供献は認め られなか ったが、

盛土上面及墓地内の埋上にまじって出上 した高不 は葬送儀礼 との関係を考えしめ

るものがあり、須恵器出現前後の特徴をそなえていて大東町の大東高校校庭遺跡

出土品や松江市の薬師山古墳出土品との関連を考えしめるものがある。

なお、埴輪円筒片がかな り墳丘裾などか らも出上 しているが、特に注 目してお

きたいのは、墳丘中央郡第 1主体上面に埋置された三個の円筒列であって、墓拡

を掘 り遺骸を埋葬 したのち石でそれをおおい上を盛 りその上にあたか も墓拡を標

示するかの如 く並 らべ られてい る。 これは、墓域をLhlす るという大規模古墳にみ

られ る壇輪円筒 の用い方 と異な った、小規模古墳における特殊な葬送儀礼のあ り

方を示 しているものといえよう。このような例はいまの ところ中陰ではみ られず、

横穴の入 口に 1本の埴輪 円筒を立てる例がそれに近いとも云えるが、今後本古墳

のような類例のぶえることをまってあ らためて古墳における葬送儀礼を考えてみ

たい。

以上のような状況か らして本古墳は八雲村ではじめて確認された中期古墳であ

ること、 2～ 4号墳が須恵器をともなう円墳であることとの関連性が注 目される

こと、意宇平野の特徴である方墳の伝統が八雲村入 口附近にも及んでいることな

どか ら、小規模古墳ではあるがその意義の大 きいことを評価 しておきたい。

(東森市良 )

<付記>
この概報は調査に当 ったものの検討会における意見を西尾克己と東森市良がま

とめた ものである。
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